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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第18期

第１四半期累計期間
第19期

第１四半期累計期間
第18期

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日

自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日

自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日

売上高 (千円) 349,797 310,331 1,849,006

経常利益 (千円) 25,872 125 207,447

四半期(当期)純利益又は四半期純損
失（△）

(千円) 41,848 △2,579 154,981

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 185,012 335,164 185,012

発行済株式総数 (株) 619,500 727,500 619,500

純資産額 (千円) 747,947 1,225,445 896,411

総資産額 (千円) 1,765,933 2,034,474 2,135,683

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 69.16 △4.08 256.13

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 42.4 60.1 41.9
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、第１四半期連結会計期間等に係る主要な経営指標等

の推移については記載しておりません。

　  ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４　第18期第１四半期累計期間及び第18期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益（当期純利益）について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第19期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府や日本銀行による経済・金融政策を背景に、企業収益や雇

用・所得環境の改善がみられる等、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、海外では中国経済の景気減

速懸念がみられる一方、日本国内においても、地方では景気回復の実感は乏しく、消費マインドは力強さを欠く

等、依然として、不透明感を払拭できない状況となっております。

　当社が属する建設業界におきましては、官公庁工事を中心に受注が堅調に推移した一方で、資材価格や労務費等

の建設コストの高騰が工事収益を圧迫する等、引き続き厳しい状況もみられます。

このような状況の中、当社は新たに平成27年６月に埼玉支店（埼玉県）、福山支店（広島県）、下関支店（山口

県）を開設するとともに、既存店におけるパートナー（工務店等）との関係強化に取り組み、受注拡大を図って参

りました。また、原価低減と経費削減、工事採算性を重視した受注方針の徹底、施工管理と品質・技術の向上に努

めるとともに、人材採用及び育成にも積極的に取り組み、業容拡大や収益力の向上等も図って参りまし

た。　　　　　　　　　　　　　

これらにより、当第１四半期累計期間における売上高は310,331千円（前年同期比11.3％減）となり、営業損失は

456千円（前年同期は22,592千円の営業利益）、経常利益は125千円（前年同期比99.5％減）、四半期純損失は2,579

千円（前年同期は41,848千円の四半期純利益）となりました。

 

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

（ホームメイキャップ事業）

ホームメイキャップ事業におきましては、ホームメイキャップ工法による内外装リフォーム工事等の受注が減少

したため、売上高は291,711千円（前年同期比0.05％減）、セグメント利益は35,465千円（前年同期比20.9％減）と

なりました。

 
（建築工事業）

建築工事業におきましては、新築及び改修工事等が減少したため、売上高は18,190千円（前年同期比68.6％

減）、セグメント利益は109千円（前年同期比98.6％減）となりました。

 
（その他）

ＦＣ加盟店に対するコーティング材等の販売に関する事業等で構成されるその他の事業におきましては、材料販

売等の増加により、売上高は429千円（前年同期比320.6％増）、セグメント利益は118千円（前年同期はセグメント

損失39千円）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期会計期間末における資産の部は、前事業年度末に比べ101,208千円減少し、2,034,474千円となりま

した。これは主に、完成工事未収入金の128,231千円の減少、現金及び預金の26,279千円の増加等によるものであり

ます。

負債の部は、前事業年度末に比べ430,243千円減少し、809,028千円となりました。これは主に、工事未払金の

191,316千円の減少、未払法人税等の104,734千円の減少、買掛金の24,427千円の減少等によるものであります。

純資産の部は、前事業年度末に比べ329,034千円増加し、1,225,445千円となりました。これは主に、公募増資に

よる資本金150,152千円及び資本準備金150,152千円の増加によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、764千円であります。

　なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,478,000

計 2,478,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 727,500 727,500

東京証券取引所
(マザーズ市場)
福岡証券取引所
(Ｑ－Ｂｏａｒｄ

市場)

単元株式数は100株でありま
す。

計 727,500 727,500 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、平成27年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年８月12日
（注）

108,000 727,500 150,152 335,164 150,152 315,794
 

(注)　　平成27年８月12日を払込期日とする有償一般募集による増資(発行価格2,966円、発行価額2,780.6円、資本組

入額1,390.3円）により、発行済株式総数が108,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ150,152千円増加し

ております。これにより、発行済株式の総数は727,500株、資本金は335,164千円、資本準備金は315,794千円

となっております。

　　　　　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　14,400

―
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式　605,100 6,051 同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 619,500 ― ―

総株主の議決権 ― 6,051 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成27年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社エムビーエス

山口県宇部市小串74番地３ 14,400 ― 14,400 2.32

計 ― 14,400 ― 14,400 2.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成27年６月１日から平成27年

８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年６月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社エムビーエス(E00323)

四半期報告書

 7/17



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年5月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年8月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 562,329 588,608

  受取手形 72,605 71,955

  完成工事未収入金 291,827 163,595

  売掛金 11,720 11,700

  未成工事支出金 45,717 59,917

  原材料及び貯蔵品 12,037 12,649

  その他 26,271 31,689

  貸倒引当金 △4,524 △3,514

  流動資産合計 1,017,984 936,601

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 395,240 395,240

   その他（純額） 213,420 207,795

   有形固定資産合計 608,661 603,035

  無形固定資産 66 1,866

  投資その他の資産   

   投資有価証券 383,352 366,787

   その他 128,845 131,397

   貸倒引当金 △3,226 △5,214

   投資その他の資産合計 508,971 492,970

  固定資産合計 1,117,699 1,097,873

 資産合計 2,135,683 2,034,474

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 307,102 115,786

  買掛金 41,053 16,625

  1年内返済予定の長期借入金 95,615 88,260

  未払法人税等 106,402 1,668

  完成工事補償引当金 51,654 53,108

  その他 128,033 53,199

  流動負債合計 729,862 328,648

 固定負債   

  長期借入金 397,994 375,929

  資産除去債務 4,672 5,094

  その他 106,742 99,356

  固定負債合計 509,409 480,380

 負債合計 1,239,271 809,028
 

 

EDINET提出書類

株式会社エムビーエス(E00323)

四半期報告書

 8/17



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年5月31日)
当第１四半期会計期間
(平成27年8月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 185,012 335,164

  資本剰余金 165,642 343,931

  利益剰余金 442,194 439,614

  自己株式 △11,904 -

  株主資本合計 780,944 1,118,710

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 115,467 104,335

  評価・換算差額等合計 115,467 104,335

 新株予約権 - 2,400

 純資産合計 896,411 1,225,445

負債純資産合計 2,135,683 2,034,474
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成27年８月31日)

売上高 349,797 310,331

売上原価 247,586 209,963

売上総利益 102,211 100,367

販売費及び一般管理費 79,619 100,824

営業利益又は営業損失（△） 22,592 △456

営業外収益   

 不動産賃貸収入 941 1,091

 有価証券利息 3,802 4,117

 売電収入 8,468 9,209

 その他 841 459

 営業外収益合計 14,053 14,877

営業外費用   

 支払利息 949 890

 売電費用 1,201 336

 減価償却費 5,376 4,760

 貸倒引当金繰入額 3,245 ―

 株式交付費 ― 8,153

 その他 ― 155

 営業外費用合計 10,773 14,295

経常利益 25,872 125

特別利益   

 違約金収入 43,200 ―

 特別利益合計 43,200 ―

税引前四半期純利益 69,072 125

法人税、住民税及び事業税 31,104 798

法人税等調整額 △3,880 1,906

法人税等合計 27,223 2,704

四半期純利益又は四半期純損失（△） 41,848 △2,579
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日)

減価償却費 6,709千円 6,042千円
 

 

(株主資本等関係)

　 前第１四半期累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年８月31日)

　　　該当事項はありません。

 
　 当第１四半期累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日)

　　 株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成27年８月12日を払込期日とする公募による新株式発行及び自己株式処分を実施しました。この

結果、当第１四半期会計期間末において資本金が150,152千円、資本準備金が150,152千円、その他資本剰余金

が28,136千円それぞれ増加、自己株式が11,904千円減少し、当第１四半期累計期間において資本金が335,164

千円、資本剰余金が343,931千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成26年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              （単位：千円）

 

　報告セグメント
その他
（注）

合計
ホームメイ
キャップ事業

建築工事業 小計

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

291,856 57,838 349,694 102 349,797

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 291,856 57,838 349,694 102 349,797

セグメント利益又は
損失（△）

44,860 7,902 52,763 △39 52,723
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、ＦＣ加盟店に対する

コーティング材等の販売に関する事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 52,763

「その他」の区分の利益 △39

全社費用（注） △30,131

四半期損益計算書の営業利益 22,592
 

　　　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成27年８月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              （単位：千円）

 

　報告セグメント
その他
（注）

合計
ホームメイ
キャップ事業

建築工事業 小計

売上高      

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

291,711 18,190 309,901 429 310,331

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 291,711 18,190 309,901 429 310,331

セグメント利益 35,465 109 35,575 118 35,693
 

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＦＣ加盟店に対するコーティング材

等の販売に関する事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 35,575

「その他」の区分の利益 118

全社費用（注） △36,150

四半期損益計算書の営業損失(△） △456
 

　　　(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額(△）及び算定上の基礎は以下のとおりでありま

す。

 

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

69円16銭  △4円08銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 41,848 △2,579

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)(千円)

41,848 △2,579

    普通株式の期中平均株式数(株) 605,100 631,708

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。また、当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株

式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

 重要な設備投資

　当社は、平成27年９月30日開催の取締役会において、太陽光発電設備の増設を決議いたしました。

　　　（1）設備投資の目的

平成24年７月よりスタートした「再生可能エネルギーの固定価格買取制度（電力全量買取制度）」により、

当社は平成26年６月に山口県下関市において太陽光発電事業を開始いたしました。

　この度、同敷地内で太陽光発電設備の増設を行うことを決定いたしました。

　　　（2）設備投資の内容

　　　　　 所 在 地　山口県下関市一の宮卸本町

          投資金額　約85,000千円

          資金計画　自己資金

　　　（3）設備の導入時期

　　　　　 着　　工　平成27年11月（予定）

          竣　　工　平成28年１月（予定）

          稼　　働　平成28年２月（予定）
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年10月13日

株式会社エムビーエス

取締役会  御中

三優監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   吉   川   秀   嗣   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   大   神   　　匡  　 印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エム

ビーエスの平成27年６月１日から平成28年５月31日までの第19期事業年度の第１四半期会計期間(平成27年６月１日から

平成27年８月31日まで)及び第１四半期累計期間(平成27年６月１日から平成27年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エムビーエスの平成27年８月31日現在の財政状態及び同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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